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論 文 内 容 の 要 旨

本論 文の 目的 は、Computer-MediatedCommurLication(CMC)に おいて行 われ る相互作用 が対決

的 にな るのか どうか を検討す ることであ る。CMCは 、 コンピューターな どの電子機器 を介 した コ ミュ

ニケーシ ョンであ り、代表 的な もの としてe-mai1、 電子掲 示板、 ホーム ・ペー ジな どがあ る。 これ らは

1980年 代 を境 に急速 に普及 し始 め、21世 紀初 頭の現在で は、仕事 において もプライペー トにおいて も、

な くて はな らな いメディア となってい る。CMCが 頻繁 に用 い られ始 めてか ら とい うもの、 これ を用 い

た社会 的支援や、個人的に親密 な関係の形 成な どの協調 的相互作用 が行 われ る一方、CMCの 中での個人

批判や激 しい非難の応酬 な どの対決的相互作用 も報告 されて いる。本来 、対人関係 において有用 であ る

べ きメデ ィアが、協 調的相互作用 を阻害す るような要素 を含 む とすれぼ、それ を改善 していかな けれぼ

な らない。CMCを よ り快適 で有用 な ものにす るためには、CMCの 何 が協調性 を阻害 してい るのかを検

討す る必要が あ る。 こうした観点か ら、本論文で はCMCの 対決性 を促進す る要因 を明 らか に し、CMC

を どの よ うに用 い、CMCを どの よ うに改良 して いけば協調的 な コミュニケーシ ョンを行 うことがで き

るのかを考察 す る。本論文で は、CMCの 対決性 に関連 す る要因 として、CMCに おけ る非言語 メ ッセー

ジ(NonverbalMessages:NVM)の 欠如 とCMCに おけ る文字作成作業 の認知 的負荷 の高 さが注 目され

る。本研究 の第一 の目的 は、最 も代表的 なCMCで あ るe-mailな どにNVMが 欠如 す ることと相互作用 の

対決性 の関連 を検討す るこ とであ る。一方、現在の ところe-mailほ ど普及 して いる とは言えないが、 デ

ジ タルカ メラの静止画像や デジ タル ビデオの動画 を伴 うCMCも 存在 す る。本研 究の もうひ とつ の 目的
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は、 こうした映像 を伴 うCMCが 、NVMを 伴 う とい う とい うこ とか ら、協調性 が強 ま るのか どうか を検

討す る。その上で、協 調的な相互作用が行 われ るCMCを モデル化 す るこ とが本研究 の最終 的な 目的で

あ る。

本論文 は5章 構成で、1章 では理論的枠組み を提 示 し、2章 、3章 、4章 で は研究1か ら研究7ま で

実験 的研究 を行 い、5章 において研究結果の理論的統合 を試 みてい る。 まず第1章 では、CMCの 対決性

を促進 す る要 因が何 かを理論 的に検討 した。 そのため、CMCに 関す る過 去の研究 を整理 し、CMCの 対

決性 を検 討す る意義 と研究 の方 向を示 した。 これ までの研究で は、CMCを もた らす電子 メデ ィアの特

徴 を検討 し、 これ を用 いて どのよ うな コ ミュニケーシ ョンが可能で あるのか、 どうい う場面 に用いれぼ

効率が よいのか、 といった ことを中心 に研 究が行 われてきた。 これ はいわば、電子 メディアの特徴 にあ

わせて コ ミュニケーシ ョンが制限 され るこ ととな る。 もちろん、 メディアは他 にもさ まざまなものがあ

るか ら、用 途 によって使 い分 けれ ばよい とい う考 え もあ るであろ う。 しか し、それでは単 にCMCへ の対

応 を変 え、人 がメデ ィアに合わせて コ ミュニケーシ ョンを行 ってい るに過 ぎない。CMCの 特徴 に対応

するだ けで な く、これが対決性 を促進す る要 因を減 じた り取 り除 いた りす ることがで きれ ば、CMCの 用

途 も拡が りよ り有用 なメディア・コ ミュニケーシ ョンとな ると思われ る。 そうい う意味で も、CMCの 対

決性 に関連 す る特徴 を特定す る ことが必要 であった。は じめにCMCの 特徴 を対決性 とい う観点 か ら捉

えなお し、整 理す ることを試みた。

相互作用 の対決性 を検討す るこ とは、メ ッセージ交換が対決的 に行われてい るか どうか を検討す るこ

とに他 な らないので、第1節 で はCMCの メ ッセージの特徴 を整理 した。 まず過去の研究 にお けるCMC

の分類 を概 観 し、CMCの メ ッセージの特徴 に関連 す る部分 を検討 した。 この中で、CMCに おいて用 い

られ るメ ッセージを制 限す るの は、メ ッセージの伝達チ ャネル(以 下チ ャネル と略す)で あるこ とに注

目 し、 これ とメ ッセ ージの特徴 について論述 した。著者 は、CMCの システムの特徴か ら、時間的 ・空間

的 に共有 で きるか どうか、情報 を保 持 して これ に自由にア クセスで きるか どうか とい うコ ミュニケー

シ ョンの条件 が定 ま り、 この条件 によ りチ ャネルが規定 され るこ とを指摘 した。 メデ ィアが どのチ ャネ

ル を有 す るか に よって、用 い るこ とが で きるメ ッセ ージ、つ ま り言語 メ ッセー ジ(VerbalMessages:

VM)か 、あ るいは表情、動作、姿勢、 な どのNVMか 、 とい う種 類が限定 され る。 チ ャネル には、音声

チ ャネ ル、映像 チャネル、文字 チャネルな どがあ り、それぞれ音声チ ャネルでは聴 覚的NVM、 聴覚 的

VMを 伝達で き、映像 チャネルで は視 覚的NVM、 文字 チャネ ルで は視覚的VMし か伝達 できない とい う

特徴 があ る。著者 は、 こう した特徴 を表 にま とめ、CMCの メ ッセージの特徴 を他 のメデ ィア ・コミュニ

ケーシ ョンの もの と比較検討 した。その結果、CMCで はメ ッセージの種類 がVMに 限 られ る場合 が多 い

とい う特 異性 が示 された。 これ らの特徴か ら生 じる情報処 理の特 異性 として、 メッセージの物理 的処理

にお ける認知 的負荷 の高 さ、心理学 的処理 において はメ ッセージの解読 における手がか りの不足 な どを

挙 げた。

第3節 で は、組織行動 におけ るCMCの 研究 を概観 した。 これ らの研究で は、組織 とい う限定 された コ

ミュニケーシ ョンの 中で電子 メデ ィアが どの ように利用 され るか が論 じ られていた。そのため、電子 メ

デ ィアで は どの よ うな内容 の情報 が伝達 されやす く、 どの ような 内容 の情報 が伝達 され に くい か、 と

い った伝達 内容が詳細 に分析 されていた。分析 によれ ば、CMCで は微妙 なニュア ンスや 感 清を含んだ

あい まいで多義的 な内容 を伝達 す るこ とが難 しく、組織 内で こうした内容 を伝達す る場合 はCMCが 用

い られない ことが示 されていた。本論文 はCMCの 対決性 を検 討す るものであ るので、CMCに お ける伝

達 内容 と対決 的相互作用 との関連 を検討 した。その結果、CMCで 伝達 され に くい多義 的内容 は、心理学

的情報処理の うち、手がか りの不足 とい う点 と関連 が深 い と考 え られた。過去の研究 において、手がか
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りの不足は相互作用の対決性を促進する要因 として取 り上げられてきたので、本論文でもこれを取 り上

げることとした。

第4節 では、第1節 から第3節 で論述 したCMCの 特徴を踏まえて、CMCの 相互作用の対決性に影響

する要因を検討 した。相互作用の対決性を検討するには、メッセージが対決的であるか どうかを検討 し

なけれぼならない。メッセージの交換が対決的になる条件、つまり協調的にならない条件は、協調性を

促進するメッセージが伝達できるかどうか というメッセージの制限の点 とメッセージの協調性促進要素

を受け取ることができるかどうか とい う情報処理の点に集約 される。前者は、CMCに おいて協調性を

促進する手がか りが不足するために対決性が促進されるという手がか り不足モデルにより検討すること

ができる。後者は、メッセージの情報処理において、メッセージの処理作業の負荷が高いために協調性

を促進する手がか りを知覚することができないという作業負荷モデルにより検討することができる。第

3章 では、手がか り不足モデルによってCMCの 対決性 を検討する。第4章 においては、CMCが 有する

チャネルの作業負荷が相互作用に与える影響を検討 し、作業負荷モデルを検証する。

第2章 では、手がか り不足モデルを実験的に検討するための予備研究を行った。まずNVMが 交換 さ

れるメッセージの意味解釈の手がか りとなっているかどうかを検討する必要があった。そこで、研究1

ではCMCに おいて交換 されるVMが 対決的相互作用に与える影響を検討 し、研究2で はCMCと 音声会

話 を比較検討 し、聴覚的NVMに 含まれる意図が対決的相互作用に与える影響を検討 した。過去の研究

から、NVMを 伴 うVMに 含まれ る敵意が意図帰属、感1青、行動反応などの対決性を促進することが示さ

れていたので、研究1で は、NVMを 伴わないVMに おいても、これに含まれる敵意が対決的相互作用を

促進すると予測 した。研究2で は、特に意図を含まないWと 共に呈示されるNVMに 含まれる敵意につ

いても、 こうした効果が生 じると予測 した。また、過去の諸研究の結果に基づき、本論文ではメッセー

ジの敵意性が対決的意図知覚を促進 し(協調的意図知覚を抑制 し)、対決的意図帰属が対決的感情を促進

し(協 調的意図帰属が協調的感情を促進 し)、対決的感情が対決的行動を強める(協 調的感情が協調的行

動を強める)と いうモデルを仮定 し、実験を行 った。

その結果、研究1で はVMの 敵意性が受信者の意図帰属、感情、行動の対決性 を促進する効果が、研

究2で はNVMの 敵意性が受信者の意図帰属、感情の対決性を促進する効果が見いだされたが、NVMに

含 まれる敵意が行動の対決性を促進する効果は見られなかった。また、両研究の結果、VMに 関 しては、

これに含まれる敵意が敵意帰属 と対決的行動を直接促進 し、 これに含まれる好意が好意帰属 と協調的反

応を直接促進する過程が見出された。NVMに 関しては、N▽Mに 含まれる敵意が敵意帰属を促進 し、こ

れに含まれる好意が好意帰属を促進する過程が示されたものの、 これが間接的にも直接的にも対決的感

情や対決的行動に及ぼす影響は見出されなかった。

研究1と 研究2か らは、Wに 含 まれる敵意は、直接対決的行動を促進 し、協調的行動を抑制すること

が示されたが、NVMに 関しては、これに含 まれる敵意には、直接的に対決的行動を強める効果は見られ

ず、VMと 比較すると対決行動を促進する効果は弱いことが示された。また、NVMを 手がか りとして意

図知覚や感情喚起が生じ、 これを媒介 して対決的行動が促進 されるという間接的に対決的反応を促進す

る反応系列が得 られた。これらの結果か ら、VMと 比較すると弱い効果であるが、NVMは 対決1生や協調

性を促進する手がか りとなるということが示 された。従って、NVM手 がか りの不足 とCMCの 対決的相

互作用の関連を検討する意義があると結論づけられた。

第3章 では、手がか り不足モデルを検討するため、CMCと 聴覚的NVMを 伴 う相互作用の対決性 とを

比較検討 した。研究3で は、第2章 の結果を踏まえ、CMCの メッセージの受信者は、好意を含むNVM

を伴 うメッセージの受信者 よりも意図知覚・感清喚起が対決的になり、敵意を含むNVMを 伴 うメッセー
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ジの受信者よりも意図知覚・感情喚起が協調的になるとの仮説を立てた。実験の結果、CMCメ ッセージ

の受信者は敵意性の強いNVMの 受信者 よりも対決的知覚 ・対決的感情喚起が弱かつたが、CMCの 受信

者 と好意性の強いNVMの 受信者の問でこれらの知覚や感情に差が見 られなかった。また、反応系列を

分析 した結果、NVMの 敵意性が敵意知覚の手がか りとな り、これを媒介 して対決的感情を促進 し、対決

感情が攻撃反応を促進 していた。 しか し、NVMの 協調性促進効果が見 られなかった。この非対称性は、

NVMの 強さの問題かもしれないので、研究4で は、NVMと して音声のみならず表情を用いてCMCに お

ける視覚的 ・聴覚的N▽Mの 欠如が対決性に与える影響を再検討 した。その結果、やは りNVMが 協調的

相互作用を促進する効果は見 られず、敵意を含むNVMが 対決的意図知覚・対決的感情喚起を直接促進す

る効果およびこれらの知覚 ・感情を媒介 して対決的行動を促進する効果のみが見出された。研究2と 研

究3に 共通 して見 られ襯 から、㎜ を強化 しても㎜ が直接行動に与える影響は見 られず、CMC

においてNVMが 欠如するからといって対決的行動が促進され るという証拠 は得 られなかった。逆 に、

NVMに は対決性を促進する効果のみが見出され、CMCで は敵意を含むNVMが 欠如するために、むしろ

対決性が弱められることが示された。従って、CMCに おけるNVMの 欠如が協調性を阻害するとする手

がか り不足モデルは棄却されたと結論づけられた。

第3章 では、NVMの 対決性促進効果が確認され、相対的にCMCで は協調的相互作用が行われること

が示唆されたが、第1にCMCにNVMが 伴 うとその協調性は保たれ るのか どうか とい う問題が残 され

た。第2に 、NVMが 相互作用に与える影響にはネガティビティ ・バイアスが生 じていると思われたが、

これはバイアスの影響ではな く、CMC自 体の協調性促進効果 を示 しているかもしれないという問題が

あった。 これ らの問題を検討するため、第4章 では、NVMを 伴 うCMCの 対決性を実験的に研究した。

研究5で は、作業負荷モデルによって、NVMの 対決性促進効果を実験的に研究した。実験では、㎜

を伴わないCMCとNVMを 伴 うCMCの 相互作用の対決性が比較検討された。過去の研究でCMCの 文字

チャネルの作業負荷の高さがメッセージへの注意を阻害するという作業負荷モデルが示されている。 こ

のモデルが妥当であれば、CMCにNVMが 伴っても、NVMに 注意が払われないのでNVMが 欠如す る

CMCと の間で、対決性に差が見 られないと予想された。実験の結果、NVMが 意図知覚に与える影響は

みられず、感情反応のみにおいて対決促進および協調促進効果が見 られた。また、本論文の研究2か ら

研究4ま で一貫 して見出された、対決的反応系列において対決的意図知覚が対決的感情喚起を媒介して

対決的行動を促進する過程 も見出されず、協調的反応系列において協調的感情が協調的行動を促進する

効果が見出された。この結果か ら、意図知覚 に関しては作業負荷モデルが当てはまるが、感情喚起に関

してはこれが当てはまらない ということが示された。また、CMCに 伴 うNVMが 相互作用 に与える影響

には、ネガティビティ ・バイアスが生じないことが示 された。

研究6で は、文字チャネルを有するコミュニケーションと音声チャネルを有するコミュニケーシ ョン

を比較検討 した。ここでは、文字チャネルがCMCに 伴 うNVM手 がか りの利用を阻害するのかどうかを

検討す ることと、CMCの 文字チャネルに協調性を促進する効果があるかどうかを検討 した。ここでも、

作業負荷モデルに基づき、文字チャネルではNVM手 がかりの利用が弱められると考えられ、CMCで は、

音声会話で用 いられやすいNVMの 対決性促進手がか りが弱 く、そのために音声会話よりも協調的であ

ると予想された。実験の結果、意図知覚 においても感情喚起 において も文字チャネルで伝達 された

N▽Mの 方が音声チャネルで伝達されたNVMよ りも協調性を促進 していた。 これは、文字チャネルにお

いてNVMが 協調的に情報処理されるからではないか と推察された。

研究7で は、CMCの チャネルにおいてNVMが どのように情報処理されるかを検討 した。研究1～ 研

究6の 結果か ら、音声チャネルを通 して処理 されたNVMの 効果には、ネガティビティ・バイアスが生 じ
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ていた。一方、映像 チャネル を通 して処理 され たNVMに は、対決性促進効果 と協調性促進効果が対称的

に見出 されていた。 この原 因 をチ ャネル におけるNVMの 情報 処理過程 に求め る と、音声チ ャネル にお

いては、VMとNVMが 多重 に処理 され、VMとNVMが 同時 に連合 して一 時的に呈示 され る点が注 目され

る。っ まり、Wを 処理 して いる間 に、NVMはVMと 共 に消失 し、NVMの 解読 はこれの印象 に頼 らざる

を得な くな る。印象形成 にはネガ ティビティ ・バイアスが生 じるこ とが知 られて いるので、音声 チ ャネ

ルで伝達 されたN▽M手 がか りの利用 において もこうしたバイアスが生 じる と予想 された。一 方、CMC

に伴 うWは 文字 チ ャネル、NVMは 映像チ ャネルで伝達 され、両者 は別々 に処 理 され る。従 って、映像

チ ャネルを通 して伝達 されたNVMは 、VMと は非連合 的に受信者が返信 す るまでの間 中ず っと呈示 され

るため、 その解読 をVMの 情報処理 に阻害 され るこ とはない。す なわち、研究7で は、受信 者がNVMを

情報処理 する際の認知的負荷 によって、ネガテ ィビティ ・バイ アスが生 じるか どうかが決 まると仮説 を

立てた。実験の結果、意図の知覚においては、映像 チャネル を通 したNVMの 方が、音声チ ャネルを通 し

て伝達 されたNVMよ りも協調的反応 を強 く生 じていた。特 に敵意 を含 むNVMは 映像 チ ャネル よ りも音

声チ ャネルにお いて強い対決性促進効果 を示 していた。 この結果 は、音声チ ャネルにおいてVMとNVM

が連合 して呈示 され、NVMの 呈示時間が短いため、NVMの 処理が記憶 に依存 し、ネガテ ィビテ ィ ・バ

イ アスが生 じて いる とい う仮説 を支持す る方向であった。

ここまで本論文の研 究結 果を概観 したが、 これ らの実験的研究 によって大 き く分 けて2つ の新 しい知

見 が得 られた。第1点 目は、CMCに おけ るNVMの 欠如 は、対決性 を促進す るものではな く、む しろ協

調性 を強 める要素で あるこ と、第2点 目はCMCにNVMが 伴 う場合 は、協調性 が促進 され る場合 と対決

性 が促進 され る場合 があ るとい うこ とで ある。第1点 目にっ いて は、第2章 、第3章 において実験 的に

研究 され た。 ここでは、NVMの 欠如 が コミュニケーシ ョンの手 がか りの不足の もととな り、協調 的相互

作用 が阻害 され るとい う手がか り不足 モデルが検討 された。 その結果、CMCで はNVMを 伴 う相互作用

よ りも対決性が弱い こ とが示 され、手がか り不足モ デルが棄却 された。 これ は、NVMに は協 調性 を促進

す る効果 は見 られず、対決性 を促進す る効果のみが見 られ る とい うネガテ ィビティ ・バイ アスが原 因で

あった。 このNVM手 がか り利用 にお けるネガテ ィビティ・バ イアスの存在 は、 これ まで手がか り不足理

論 で解釈 不可能で あったCMCの 相 互作用 の協調性 を説 明す る鍵 とな る と思われ る。過去の研究 におい

て、CMCの 相互作用 が対面 の相互作用 よ りも.協調 的になる とい う研 究結果 が示 されて きたが、こうした

CMCの 協調性 は特異 な現象 と して黙殺 され る傾 向す ら見 られた。 これはメデ ィアの発達史上で は対面

モー ドの近 いメデ ィア ・コ ミュニケーシ ョンの開発 が 目標 とされて きてい たため、 おのず と対面 の コ

ミュニケーシ ョンが最 もす ぐれて お り、 これ に備 わ るNVMが 相互作用 によ りよい影響 を与 え るもの と

して認識 されて いたためであろ う。本論文で見出 されたNVM手 がか り利用 におけるネガテ ィビティ・バ

イアスは、NVMを 伴 うことが常 に相互作用 の協調性 を促進す る との思い込 みに修正 を迫 るものであ る。

さらに、 この知見 は、NVMが 欠如 す るCMCで あって も、決 して対決 的相互作用 を促 進す るものではな

い こと示す もので、CMCの 協調性 を再 認識 させ るもので ある とい えよう。

第2点 目につ いて は、第4章 においてNVMを 伴 うCMCを 詳細 に検討 した結果得 られた知見 であ る。

ここでは特 に、CMCで あって もチ ャネルを増やせ ばNVMを 伴 う相互作用が可能であ るこ とに着 目し、

チ ャネルを通 したNVMの 情報処理 の特徴が焦点 となっていた。チ ャネルがCMCの 対決性 に与え る影響

については、先行研究 がほ とん どないため探索 的に行 われた。 その結果、VMの 伝達 チ ャネルの認知 的

負荷 と、NVMの 伝達 チ ャネ ルの認 知的負荷の影響が浮 き彫 りになった。VMの 伝達 チ ャネル は、CMC

では文字 チャネル、電話や テ レビ電話で は音声チ ャネルで あ り、前者 は文字 をタイプす る作業が必要 と

な る。 タイピング作業で認 知的容量が欠乏 し(cognitivebusy)、 メッセージへ の注意が阻害 され るとい
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うのが、作業負荷モデルであった。このモデルは、意図知覚の手がか りにおいてのみ当てはまり、感情

喚起の手がか りには影響 していなかった。また作業負荷が高いCMCで は、意図知覚が感情を喚起する

過程が消失 していた。ここからは、認知的負荷が高いとメッセージの字義的意味を解釈するという作業

は阻害され、相手が敵意を持っていると知覚して腹を立てる、などの意味解釈を媒介 した感情喚起 も阻

害されることがわかった。 これは作業負荷の高さが論理的な思考を阻害 し、相手の意図の解釈により感

情が喚起 され論理的な心理過程が阻害されているのか もしれない。 しか し、これについては次に示す

NVMの 伝達 における認知的負荷 との関連 も考えられるので、後 に考察を加える。

もうひとつの新 しい知見は、NVMの 伝達における認知的負荷の問題である。本論文の諸研究におい

て、同じ質のNVMを 伝達 されても、音声チャネルでは対決性促進効果のみが、映像チャネルにおいては

対決性促進効果だけでな く協調性促進効果が一貫 して見出されていた。著者は、 こうしたチャネルによ

るNVMの 効果の違いの原因は、そこでのNVMの 情報処理の違いにあると予測 し、チャネルにおける

NVMの 情報処理過程 を探索的に検討 した。CMCが 有する映像チャネルでNVMが 伝達 される場合は、

文字チャネルで呈示 されるVMと は独立に呈示 され、十分時間をかけて情報処理が行われる。一方、音

声チャネルでは常にNVMはVMと 連合 して発現 し、VMが 終わると消失する。そのため、NVMは 発現時

に得 られた印象をもとに情報処理されると考えられ る。印象形成においては、ネガティブな印象が残 り

やす く、ポジティブな印象は看過されやすい というネガティビティ ・バイアスが生じることが知られて

いる。従って、こうした印象形成の過程を経ることで、音声チャネルを通したNVMの 情報処理にはネガ

ティビティ・バイアスが生 じ、映像チャネルを通 したNVMの 情報処理にはこれが生 じない と結論づけら

れた。

ここでは、VMとNVMの 連合呈示で一時的であるか非連合呈示で長時間であるか というNVMの 呈示

方法に注目することによって、同じ質のNVMで あっても、これの利用 にバイアスが生じた り生じなかっ

たりする原因が明瞭になった。音声チャネルと映像チャネルの間で、意図帰属、感情喚起、行動の間の

心理過程が異なるという点についても、こうしたNVMとVMの 連合 ・非連合的呈示 という観点からの解

釈が可能である。音声チャネルでは、意図帰属を媒介 して感情喚起が生じ、感情喚起を媒介して行動反

応が生じていたが、映像チャネルではこうした過程は見られなかった。音声チャネルでは、NVMに 含ま

れる意図が解釈 され、 これを媒介 して感情が喚起され、喚起 された感情を媒介 して行動反応が促進 され

ていた。これに対 して映像チャネルでは、意図帰属は媒介 されず、NVM手 がか りか ら直接喚起された感

情を介 して行動反応が促進されていた。音声チャネルでVMとNVMが 呈示 された場合には、N▽Mは

VMの 処理に阻害されて、 これの印象をもとに情報処理 されることになる。印象を基に情報処理すると

すれぼ、NVMの 記憶 は受信者の中で再生され、解読が行われて初めて感情や行動 といった心理反応に影

響するのではないだろうか。一方、映像チャネルで伝達されたNVMは 、文字チャネルで呈示されたVM

とは別に処理されるため、それをいちいち再生 したり解釈 した りする必要がな く、意図帰属を媒介する

必要がないのであろう。 こうした理由で、CMCに 伴 う視覚的NVMは 感情を直接喚起 しているか もしれ

ない。NVM、VM呈 示の連合性はVMの みのCMCの 相互作用に対 しても示唆深い。第2章 の結果で、

CMCに おいてVMに 含まれ る意図は意図帰属や感情喚起を媒介せずに直接行動反応を促進 していた。

その際のVMの 手がか り利用にはネガティビティ ・バイアスが生 じていなかった。 これは文字チャネル

のVMが これ以外に連合するメッセージもなく長時間呈示されていたせいかもしれない。

NVMの 効果がこれに伴 うVMの 呈示の仕方によって影響 を受けるとい うことがNVMを 伴 うCMCに

関する実験の結果明らかになった副産物であるといえよう。これまでの研究では、メッセージの送信作

業の認知的負荷だけが注 目されてお り、こうしたチャネルによって異なるNVMの 呈示方法に伴 う認知
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的負荷 は無視 されて きた。 これ も、 や は り対面や電話の コ ミュニケーシ ョンはCMCよ りもす ぐれた も

ので あるとい う思 い込 みか ら、音 声チ ャネルのもた らす対決促進効果が見過 ごされて きたためだ と思わ

れ る。 また、NVMは 、通常Wと 共に発現 す るもので あるため、 こうしたNVM、VMが 非連合的 に呈示

され るとい う概 念が なか ったか らか もしれない。本 論文でNVMのVMと の連合性 とい う概念 を取 り入

れた こ とで、CMCだ けではな く、メディア ・コ ミュニケーシ ョン全般 の対決性 について統合 的に捉 える

こ とが可能にな る。`

最終的に、CMCに おいて協調 的相互作用 を行 うためには、次 の ような示唆が与え られ る。音声チ ャネ

ルで はN▽M呈 示 にお ける認 知的負荷が高 いため、NVM手 が か りの利用 にはネガテ ィビティ ・バイ ァス

が生 じ、対決性促進効果 を及ぼ しやすい。従 って、協調 的相互作用 を行 うためには、NVMに 敵意が感 じ

られない よう十分注意す る必要 があ るで あろ う。一方、NVMが 欠如 するCMCに おいては、NVMへ の注

意 を払 う必要が ないので、つい敵意的 なNVMを 用 いて しま う人 は、協調的相互 作用 を行 うためには音声

チ ャネル よ りもCMCを 用 いたほ うが無難で あろ う。 また、VMの 作業負荷が高い文字 チ ャネルを有す る

メデ ィア ・コミュニケーシ ョンでは、NVMが 意図帰属 の手がか りにはな らないが、感情 喚起 の手がか り

となることが わか って いる。 この ことは、送信者がVMで 伝 えたい字義 的内容 をNVMに よって補助 した

り強化 した りす ることは難 しい とい うこ とを意味 してい る。NVMを 伴 うCMCの 相互作用で は、字義的

な問題 、意味が明確 なメ ッセージについて は、VMに よって重点的 に伝達す る必要が あるで あろ う。一

方、感情 的効果 を求 め る場合、CMCに 伴 うNVM手 がか りの利用 に はネガテ ィビティ ・バイ アスが生 じ

ないので、 これ を用いて協 調性 を促進 する ことも可能であ る。従 って、相手か ら好意 的感情 を得た い と

き、た とえば相手 に好感 を与 えた り、相手か ら同情 を引 きたい ときな どは、CMCに おいてNVMを 多用

す るのが効果的で あろ う。更 に音声 チ ャネル を伴 うCMCが 開発普及 した として も、 ここで音声 が伴 っ

て も言語 内容や字義的意味を含 まない笑 い声や息遣いな どであれ ば、ネガテ ィビテ ィ ・バ イアスは生 じ

ないか も しれ ない。 そ うい う意味 で もCMCの 文字 チ ャネルは よ り協 調的 な相互作用 に有用 であ る とい

えよう。

本論文 では、NVMとVMの 特徴 や これ らの呈示 の特徴 とい う新 しい観点 を取 り入れ るこ とに よって、

CMCに おいて協調 的相互作用 を促進 す るモデルを ある程度示す ことが で きた と考 えてい る。 しか し、

先行研究が少 なか った こ ともあ り、本論文 の研 究 は探 索的に進 め られ、理論的には弱い部分が露呈 され

た ように思 える。今後、VMとNVMの 組 み合 わせ、伝達チ ャネル、連合 ・非連 合 といった要 因につ いて

理論 的統合 を図 り、よ り協調 的なCMCの 開発 に役 立て るために も、さ らに実証研究 を重 ねていきた い と

考 えてい る。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

Computer-MediatedCommunica七ion(CMC)と は電子 メール、電子掲 示板、ホー ム ・ペ ージな ど

電子機器 を介 した コ ミュニケーシ ョンで ある。本論文 の 目的はそれ らの心理学 的性質 を検討 するこ とで

あ る。現在社会 において、CMCは 職業 と私生活の両面 において必須かつ有用 なメデ ィアで あるが、一方

で、個人攻撃や激 しい非難応酬 な ど対決的相互作用 も しば しぼCMCに は見 られ る。CMCを 快適で有用

な もの として活用 す るためには、協調性 を阻害 し、対決性 を促進す る要因が何 かを明 らか にする必要が

あ る。通 常 の会 話 で は言 語 メ ッセ ー ジ(VerbalMessage:VM)に 非 言 語 メ ッセ ー ジ(Nonverbal

Message:NVM)が 伴 うが、文字主体のCMCで はNVMが 希薄化す る傾 向があ る。 またCMCで は、タイ
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ピングなどのVM作 成、読字などのVM解 読の作業にかかる認知的負荷の高 さも指摘 されている。論者

の第1の 関心はこうしたCMCの 特徴 と対決的相互作用の関連を検討す ることである。一方、最近、写真

付きメールな どNVMを 伴 うCMCも 普及 し始 めており、それがCMCの 性質を変化させるかどうかも本

論文において検討された。

本論文は5章 から成 る。第1章 ではCMC研 究の理論的枠組みを提示 し、第2章 、3章 、4章 では論者

自身による研究1～7の 実験的研究を提示 した。これらの研究は実験室内において参加者に葛藤的相互

作用を行わせ、その言動を観察する役割演技法を用いて行われたものである。第5章 において、論者は

それらの研究結果を統合 し、CMC相 互作用の性質に関する心理学的モデルの構築を試みた。

まず、第1章 において論者は、CMCの 対決性を検討 した従来の研究 と理論をレビューし、諸要因をコ

ミュニケーション・チャネルとの関連で位置づけた。音声チャネルでは聴覚的NVMと 聴覚的W、 映像

チャネルは視覚的NVM、CMCが 依存する文字チャネルでは視覚的VMし か伝達できない。CMCの 特徴

としてはメッセージ符号化における認知的負荷の高さと解読における社会的手がか り不足が挙げられ

る。CMC利 用に関する実態調査によると、人々はCMCで は微妙なニュアンスや感情を含む多義的メッ

セージの伝達を避ける傾向があることが見いだされている。 これはNVM欠 如がそうした繊細 なメッ

セージ表現に不向きであることを示唆 している。CMCが 対決的であるとす るなら、協調的メッセージ

の発信が制限されるせいか、あるいは協調的メッセージ受信が制限されるためであろうと論者 は推論し、

前者はNVM欠 如によって、後者は負荷過剰によって処理資源が不足することが原因であると仮定 した。

第2章 、3章 では手がか り不足の効果を実験的に検討 した研究1～3に っいて報告 した。研究1に お

いては、まずCMC上 での文字VM:を 用いて、その敵意性 ・好意性が葛藤解決的相互作用に与える効果を

観察 した。その結果、文字VMは 受信者による意図帰属、感庸、行動レベルのいずれにおいても対決性や

協調性を予想された方向で変化させることが見いだされた。研究2は 音声 コミュニケーションで、中立

的な音声VMに 付随 させた音声NVMの 敵意性 ・好意性を操作 した ところ、意図帰属 と感情 レベルでは対

決性が直接に促進 されたが、行動レベルの対決性に関 しては意図帰属 と感情を介 して、間接的に影響を

及ぼす ことが確認された。 これらの結果はVMよ りは弱い効果であるが、NVMが 対決性を促進す る手が

か りとなっていることが示された。研究3で は音声チャネル と文字チャネル(CMC)の 比較を試みた。

VMメ ッセージだけのCMC受 信者は、好意的音声NVMを 伴 う同じVMメ ッセージを受け取 る受信者 と比

較すると対決的になるが、敵意を含む音声NVMを 伴 うVMメ ッセージを受け取る音声受信者 と比較する

と協調的になるであろうと予測 した。実験の結果、敵意的NVMとCMCの 比較は予測通 りだったが、好

意的NVMとCMCの 間には違いが見 られなかった。実際、好意的N▽Mに は協調性相互作用を促進する

効果がほとん ど見 られなかった。研究3は 音声NVMを 用いた実験なので、NVMの 弱さが こうした非対

称性の原因ではないか と推論 した論者は、表情 という視覚NVMを 追加 した研究4を 行ったが、結果は本

質的に同じだった。NVMが 協調的メッセージを伝達 しにくいというこの注目すべき知見は、CMCの 心

理学的性質にっいて従来 とは逆の見方を示唆するものである。NVMが 敵意性を効率的に伝達 しやすい

というネガティビティ・バイアスが事実であれ とすれば、これが欠如するCMCは 対決性が喚起されるこ

とが少ないと結論づ けられ るからである。論者による研究3、 研究4はNVMの 特異な伝達特性 を明ら

かにし、CMCに おけるNVM欠 如が協調性を阻害するとする手がか り不足理論を棄却するものであると

いう点で重要な貢献であると言 えよう。

しか し、協調的NVMとCMCの 違いが見られないことは、CMC自 体に協調的相互作用を促す性質があ

るためである可能性 もあ る。そこで、第4章 ではこの可能性を検討 した。研究5で は、CMCに 映像

NVMを 付加 し、その敵意性 ・好意性を変化させてCMC相 互作用への影響を検討した。NVMの 効果は感
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情反応 について しか見 られなか ったが、敵意的NVMは 敵意的感情 を、好意的NVMは 好意 的感情 を強め

た。 この結果 は、CMC自 体 に敵対性や協調性 を生み出す性 質があ るわけで はな く、このチ ャネル を通 し

て伝達 され るVMやNVMの 内容が相 互作用 の性格 を決め る ことを意味 して いる。 この研究 では また、

CMCに 伴 うNVMの 効果 は全般 的 に小 さい ことを示 してお り、論者 は これ をCMCの 作業負荷 に よるも

の と解釈 してい る。研究6、7で は、この点 を更 に検 討す るために、映像NVMや 音声NVM伴 うCMCの

相互作用 を分析 し、作業 負荷理論 の予想通 り、CMCに 付加 され たNVMが 相互作用 に与 え る影…響は全般

的に小 さい ことを確認 した。 また、CMCに 伴 うNVMに はネガ ティビティ ・バイアス も生 じに くい こと

が見 いだされた。

これ らの一連 の実験 的研究 を通 して明 らかにされた主要な知見 は以下 の4点 であ る。第1に 、人々の

問の相互作用 におけ る対決性 ・協調性 はNVMよ りもVMの 性質 に強 く依存 す る。第2に 、NVMの 弱い

CMCは 文字 チャネ ルで伝達 され るVMの 性質 に強 く依存 して決定 され、CMC自 体 に本質 的に対決的相

互作用 を促す特性 はない。第3に 、㎜ 、特 に音声NVMは ネガティビティ ・バイアスに よって対決的

相互作用 を促す傾 向があ る。第4に 、 このため、NVMが 欠如 するCMCは む しろ相対 的には、協調的な

相互作用 にな りやす い。 これ らの結果 を もとに、論者 はCMCの 対決性 を主張 して きた手がか り不足理

論 は否 定 され る とし、 これ に代 わ って、'NVM処 理 にお けるネガテ ィビテ ィ ・バイ アス に注 目 した。 コ

ミュニ ケーシ ョン研究 で はNVMを 重視す るあ ま り、 これが 欠如 す るCMCを 不完全 な相互作用 とみ な

し、 その否定的な側面 のみが注 目され る傾 向があった。 しか し、論者 は多 くの実験 的研究 を通 して、 コ

ミュニケーシ ョン ・チ ャネルの組 み合 わせ にもよるが、NVMの 処理 では敵意 的情報 が選 択的 に注 目さ

れ、好意的情報 が選択 的に無視 され る といった歪みが生 じやすい ことを明 らか に し、それに よって歪め

られ る ことがない とい う意味でCMCの 健:全性 を強調 したのであ る。

本論文 は、厳密 な実験社 会心理 学の方法 を用 いてCMCの 心理学 的特徴 を体系 的に分析 した もので あ

る。 当初 はCMCの 対決性 の原因 を探 るこ とを目的 として始 め られ た研究 であったが、途中か ら研究の

焦点 はむ しろCMCに 欠如す るNVMの 特性 分析 に向 けられ、ネ ガティビテ ィ ・バイ アスな ど重要 な知見

を得 た。 もち ろん、本論文 にはい くつかの弱点 もあ る。ネガテ ィビテ ィ ・バ イアスの発生条件 をかな り

絞 り込む こ とはできたが、 その機序 を明確 にす るには至 らなかった こと、 また、電子技術 の急速 な進展

に よって更 に新 しい形 態のCMCが 普及 し始 めてお り、本論 文で得 られ た知見 はそれ らに も及 ぶのか ど

うか とい う疑 問 も生 ず る。 しか し、葛藤的相互作用 に関 す る役 割演技法 とい う一つの実験 的手法 を用

い、論者が、CMCを 中心 に種々の コ ミュニケーシ ョン形態 を比較分析 す ることによって示 した先入観 を

くつが えす知見は、今 日、人々の問で主要 な コミュニケー シ ョン・チ ャネル とな りつつあ る電子 的メディ

アが持つ性質 について重要 な理解 と洞察 をもた らし、 また、 その活用 につ いて有益な示唆 を与 えて くれ

るもので あるこ とは疑 いない。 よって、本論 文の提 出者 は、博 士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な

資格 を有す るもの と認 め られ る。
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